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国住参建第2208号 

令 和 ７ 年 ８ 月 ７ 日 

各都道府県 建築行政主務部長 

教育委員会施設主管課長 

社会教育施設主管課長 

スポーツ施設主管課長 

文化行政主管課長    

 

国土交通省住宅局参事官（建築企画担当） 

 

車椅子使用者用客席の整備における 

サイトラインの確保等に対する率先的な取組について（依頼） 

 

平素より建築行政に関して、多大なご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。 

本年６月 1日より、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成 18 

年法律第 91 号）第 14条第１項に規定する基準を改正し、劇場、観覧場、映画館若しく

は演芸場又は集会場若しくは公会堂（以下「劇場等」という。）について、一定規模以上

の建築時における「車椅子使用者用客席」の設置を義務化したところです。 

また車椅子使用者用客席については、単に数を確保するだけでなくその質の向上を図

るため、バリアフリー設計のガイドラインである「高齢者、障害者等の円滑な移動等に

配慮した建築設計標準（以下「建築設計標準」という。）」の改正において、主に下記の内

容を「標準的な整備内容」として位置づけ、本年５月 30日に公表したところです。 

つきましては、貴職におかれては、車椅子使用者用客席の質の向上を図るため、下記

について率先的に取り組んでいただくとともに、貴都道府県において管理する公共施設

等の施設管理者に対しても周知いただき、建築設計標準を積極的にご活用いただきます

ようお願いします。また、貴管内の所管行政庁その他市町村に対しても、この旨を周知

いただきますようお願いします。 

なお、各スポーツ団体宛には、スポーツ庁参事官（民間スポーツ担当）付より、別添の

とおり車椅子使用者用客席の整備に係る業界基準等の策定についての協力依頼が行われ

ています。 

 

記 

 

建築設計標準では、車椅子使用者用客席に関する以下３つの「質の向上を図る観点」

（以下「３つの観点」という。）について、標準的な整備内容を定めたところです。 

  

殿 
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質の向上を図る観点 標準的な整備内容 

車椅子使用者用客席の 

サイトライン 

 前列の観客の頭上から舞台等へのサイトラインを

確保できる構造とすること 

 イベント中に観客が立つことが想定される施設の

客席では、前列の観客が立っている状況で舞台等

へのサイトラインが確保できるよう計画・検討す

ること 

 サイトラインの確保については、建築設計標準に

例示するチェック・検証方法によって検証するこ

とが考えられること 

車椅子使用者用客席の

分散配置 

 一般客席の利用者と同様に車椅子使用者が多様な

価格帯を選択できるよう、チケットの価格帯や客

席の種別ごとに、又は水平・垂直に分散して設ける

こと 

車椅子使用者用客席の

同伴者席 

 同伴者用の客席（スペース）を車椅子使用者用客席

の後ろではなく横に隣接して設けること 

 可動椅子の設置が可能な場合には、同伴者席は固

定席でなくスペースと可動椅子に依るものとする

こと 

 

各地方公共団体において劇場等を整備する際は、上記３つの観点について、建築設

計標準の記述を参考にし、車椅子使用者用客席の質の向上に努めていただきますよう

お願いします。 

なお、劇場等には該当しない施設を整備する際も、客席に該当する設備を整備する

場合は本通知の内容を配慮事項としてご参照ください。 

 

＜参考資料＞ 

別添１：バリアフリー法の概要・劇場等の客席に係る義務基準の創設 説明資料 

 

別添２： 

高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準 令和 7年度改正版 

本編第２章「単位空間ごとの設計」 13.劇場、競技場等の客席 抜粋 

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/jutakukentiku_house_fr_000049.html#guid

eline   

 

別添３： 

車椅子使用者用客席の整備に係る業界基準等の策定について（依頼） 

令和７年８月７日付事務連絡 スポーツ庁参事官（民間スポーツ担当）付  
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